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 移管により「クラス担任を正規職員化す

る事で、質の高い保育を提供できる。」と

説明がありましたが、臨時職員の中にも一

生懸命頑張っている保育士がいます。正規

職員化すれば、質の高い保育が提供できる

というのはおかしくないか。 

 社会福祉協議会への移管によるクラス担任正規職

員化計画は、「臨時職員では質が低い」という意味

ではなく、むしろ臨時職員の中にも「素晴らしい人

がいる」との思いから、正規職員同様にクラス担任

をしながら、①継続雇用の保障がないこと、②給与

など処遇面で正規職員に劣ること、など制度上の問

題を解消することにより、より意欲を持って保育業

務に従事していただくことを目的としています。 

 現在の臨時職員の意向調査から、年齢が高くなる

につれ、クラス担任を敬遠する傾向があるのは事実

です。社会福祉協議会では、保育士の採用について、

新卒だけでなく大幅な年齢要件の緩和を予定してい

ます。出産・子育てなど家庭の都合で、一旦退職し

てしまった保育士も含め、クラス担任として頑張り

たいと思う意欲のある保育士を臨時職員ではなく、

正規職員として雇用することが、結果として保育の

質を高めることにもなるのだと考えていますのでご

理解ください。 

 公立保育園の廃止、社会福祉協議会への

民営化は、保育行政に対する公的責任を放

棄するものであり許されない。 

 市は児童福祉法第２４条の規定により、保育の実

施者として、公立、私立を問わず、市内の保育所に

おいて、適切な保育を児童に提供しつつ、家庭と就

労等の両立を支援することこそ、公的な責任と考え

ております。 

 また、法の規定に沿い公立、私立ともに入所決定

は市が行い、保育に係る所要の経費を市が負担して

いることから、保護者負担等への影響もありません。

市の臨時保育士は、市の正規保育士をして

採用するのが本筋である。 

 平成１８年３月、市民代表者からご意見をいただ

き策定しました集中改革プランにおいて、職員定数

の適正化を推進するため、定員の超過が著しい保育

園・幼稚園部門の定数削減の方針が示されています。

この集中改革プランでは、「保育園の運営主体の見

直し等を行うことが急務」とも言われており、市の

臨時職員のすべてを市の正規職員として採用してい

く考えはありません。 
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 女性が仕事と子育てを両立するための

環境整備が不十分なまま、一方的に社会福

祉協議会に責任を転嫁することは容認で

きない。 

 適切な保育を児童に提供し、保護者の家庭と就労

等の両立を支援することが公的責務と考えていま

す。社会福祉協議会への移管は、子育て家庭への支

援を拡充するものであり、公的責任を転嫁するもの

ではありません。 

 平成２０年４月の市長選挙で「公立保育

園の民営化」を明確に公約に掲げ市民に真

意を問うべきではないか。 

 在園児童及び新規入所予定児童の保護者をはじ

め、市議会、民生児童委員、地域代表者の皆様にも

計画をご説明させていただきました。 

 急速に増加する保育需要に対しては、早急かつ的

確な判断をしていくことこそ、行政の責任であると

考えております。 

 市民の財産である行政財産を無償譲渡

で社会福祉協議会に渡そうとしているが、

市民には到底納得できるものではない。 

 行政財産を無償譲渡することは、社会福祉法人の

助成の手続に関する条例（平成３年条例第４２号）

第２条の規定によりおこなうものです。 

 現在、保育に使用している行政財産を、保育に使

用するために譲渡するものですから、問題はないも

のと考えています。 

 また、行政財産を無償譲渡もしくは無償貸与を実

施する前提として、市議会の３分の２以上の賛成に

よる碧南市立保育所の設置及び管理に関する条例

（平成元年条例第６７号）の改正が必要となります。

 地域、市民の宝である公立保育園で、保

育士が育てた子どもが成長し、子や孫へと

歴史が積み上げられていくことが貴重な

ことである。 

 市民の宝である児童に対して、適切な保育が提供

され、健やかに育つことが最も大切であり、公立保

育園だから適切な保育ができて、社会福祉協議会（私

立保育園）だからできないというものではないと考

えています。 

 公務員として市民に胸を張って要求に

根ざした公務労働の拡充をするときでは

ないのか。遅れている公立保育の拡充、市

民の要求を集約してより良い公立保育園

にすることを、多くの市民は期待している

と思う。 

 公務員（公務労働）を増やすことにより、住民の

期待に応えられるものではないと考えています。 

 この計画の実施により、市内の全保育園が、保護

者や児童にとって、今以上に素晴らしいものとなり、

市民の期待にこたえられるものと考えています。 
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